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人
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が
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ま
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に
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協
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動
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の
も
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だ
と
思
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。
こ
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ら

も
東
日
本
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の
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で
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行
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う
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と
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の
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者
は
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の
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協
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み
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び
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を
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で
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を
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感
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と
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が
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の
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が
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、
被
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の
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活
の
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興
に
も
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入

に
よ
る
格
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が
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し
ま
っ
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る
な

ど
、
二
つ
の
大
震
災
で
顕
在
化
し
た
問
題

は
、
現
代
の
地
域
社
会
が
抱
え
る
課
題

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
行
政
や
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の
団
体
と
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が
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、
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、
助
け
合
う
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を
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く
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が
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連
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は
「
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の
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を
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災
の
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を
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び
、
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・
地
域
の
団
体
と
協
力
し
た
地
域
社

会
づ
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り
を
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え
る
場
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
参
加
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
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。

　第
一
部
で
は
被
災
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協
の
代
表
と
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に
よ
る
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だ
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、
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、
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を
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と
の
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は
、
五
つ
の
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と
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と
二
つ
の
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ョッ
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催
さ
れ
ま
し
た
。
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※1　コープこうべのPB「コープス神戸ハイカラメロンパン」の供給金額の一部(1個につき1円、ハイカラメロンパンミニは1袋につき2円)
を、被災地支援活動に寄付するという募金活動。
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史さん。

 

　コープこうべでは、阪神・淡路大震災から20年
を迎えるにあたり、発災当時に職員が何を考え、
行動したのかを知り、その教訓を未来へ生かそうと

「震災体験継承プロジェクト」を立ち上げました。
 「 つながろうCO･OPアクション交流会 」に先
立って行なわれた「 阪神・淡路大震災20年のつ
どい 」で、プロジェクトに参加した若手職員5人
は、全国生協の組合員・役職員の前で自分たち
の誓いを発表しました。

震災の記憶と教訓を次世代に語り継ぐ
「震災体験継承プロジェクト」

　震災体験継承プロジェクトでは、震災を
経験したたくさんの先輩方にお話を聴きま
した。特に印象的だったのは、竹

たけもと

本成
しげのり

德さ
ん（ 元コープこうべ理事長、元日本生協連
会長）が「普段から『さすがコープさん』と地
域の皆さんに思っていただけるような行動を
取りなさい」とお話ししてくださったことです。
震災の教訓だけではなく、協同組合で働く
上での基盤も教えていただきました。
　私はプロジェクトを通して、震災体験につ

いて日々語り合うことが大切だと思いまし
た。聴くことで震災を知ることができ、語るこ
とで忘れていたことを思い出します。「 天災
は忘れたころにやってくる」という言葉を耳
にしますが、災害を風化させないためには語
り合い、語り継ぐことが必要です。震災体
験継承プロジェクトも、今後はコープこうべ
の研修の場などでより多くの職員が語り合
えるような活動にしていこうと、メンバーと話
をしています。

「震災体験継承プロジェクト」メンバー
コープこうべ協同購入センター
姫路東地域担当 

小
こ

池
いけ

真
ま な み

名美さん

震災体験を語り合いましょう！

2015年1月16日に神戸国際会議場で「つな
がろうCO･OPアクション交流会」（コープこ
うべ・日本生協連共催）が行なわれました。
参加した全国の生協の組合員・役職員４２６
人は、発災から20年を迎えた阪神・淡路大震
災で得た教訓を共有し、これからの東日本
大震災への支援や行政・地域の団体と連携
した地域社会づくりについて共に考えました。

つながろうCO・OPアクション交流会
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協
だ

け
が
頑
張
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
よ
う

に
『
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
』
と
い
う
思

い
を
持
っ
て
い
る
行
政
や
地
域
の
団
体
の

皆
さ
ん
と
協
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
ふ
だ
ん
か
ら
関
係
を
つ
く

り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
協
力
し
合
う
こ
と

が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
」
と
竹
中
さ

ん
。そ
し
て
、行
政
や
地
域
の
団
体
の「
お

「 支援物資が2,000個しかないときに3,000人いる避難所に
持って行くか？」などの質問にYESかNOで選択するワークショップ

「クロスロードゲーム」。参加者同士で議論を深めた。

鼎談の様子。左から神戸学院大学 教授 藤
ふじ

井
い

博
ひろ

志
し

さん、みやぎ生協
顧問 齋

さいとう

藤昭
あき

子
こ

さん、コープこうべ 理事長 山
やまぐち

口一
かずふみ

史さん。

 

　コープこうべでは、阪神・淡路大震災から20年
を迎えるにあたり、発災当時に職員が何を考え、
行動したのかを知り、その教訓を未来へ生かそうと

「震災体験継承プロジェクト」を立ち上げました。
 「 つながろうCO･OPアクション交流会 」に先
立って行なわれた「 阪神・淡路大震災20年のつ
どい 」で、プロジェクトに参加した若手職員5人
は、全国生協の組合員・役職員の前で自分たち
の誓いを発表しました。

震災の記憶と教訓を次世代に語り継ぐ
「震災体験継承プロジェクト」

　震災体験継承プロジェクトでは、震災を
経験したたくさんの先輩方にお話を聴きま
した。特に印象的だったのは、竹

たけもと

本成
しげのり

德さ
ん（ 元コープこうべ理事長、元日本生協連
会長）が「普段から『さすがコープさん』と地
域の皆さんに思っていただけるような行動を
取りなさい」とお話ししてくださったことです。
震災の教訓だけではなく、協同組合で働く
上での基盤も教えていただきました。
　私はプロジェクトを通して、震災体験につ

いて日々語り合うことが大切だと思いまし
た。聴くことで震災を知ることができ、語るこ
とで忘れていたことを思い出します。「 天災
は忘れたころにやってくる」という言葉を耳
にしますが、災害を風化させないためには語
り合い、語り継ぐことが必要です。震災体
験継承プロジェクトも、今後はコープこうべ
の研修の場などでより多くの職員が語り合
えるような活動にしていこうと、メンバーと話
をしています。

「震災体験継承プロジェクト」メンバー
コープこうべ協同購入センター
姫路東地域担当 

小
こ

池
いけ

真
ま な み

名美さん

震災体験を語り合いましょう！

2015年1月16日に神戸国際会議場で「つな
がろうCO･OPアクション交流会」（コープこ
うべ・日本生協連共催）が行なわれました。
参加した全国の生協の組合員・役職員４２６
人は、発災から20年を迎えた阪神・淡路大震
災で得た教訓を共有し、これからの東日本
大震災への支援や行政・地域の団体と連携
した地域社会づくりについて共に考えました。

つながろうCO・OPアクション交流会

51 号

アクション情報
つながろう


